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５時３５分学生３名と佐世保駅前、西肥バスセ
ンターを長崎空港行バスに乗車し、途中、田子
浦、川棚バス停でそれぞれ１名が乗車、長崎空
港で残り２名と合流、学生７名、引率１名、合
計８名での東日本大震災山田町復興ボランティ
ア第１陣の出立である。バス、飛行機、新幹線、
JR快速、バスと乗り継ぎ１６時５６分、山田中央バ
ス停到着の約１１時間３０分の行程である。羽田空
港から新幹線乗り継ぎは、急いだにもかかわら
ず東京駅発新幹線に１分前に乗車する強行スケ
ジュールである。
岩手県下閉伊郡山田町は陸中海岸の中央に位
置し、有名な伝統芸能「山田境目虎舞」が９月
の山田八幡宮神幸祭で舞われ、１６４３年オランダ
船フルスケン号が入港した際、温かく対処した
ことで知られる漁業の町である。
岩手県では８月２０日は多くの学校が２学期の
始業式で、宮古市から山田中央バス停に行く途
中、元気に語り合っている高校生を見かけた。
車窓から見える稲穂は小金色に色づき、コスモ
スなど秋の花が咲いている、猛暑続きの昨今だ
が岩手県は、佐世保よりひと月早い初秋の訪れ
である。
山田町到着後ボランティアセンターへ連絡、
「ボランティアセンター支え愛」の職員が山田
中央バス停まで車で迎えにこられ、それに乗車、
１８時頃２泊３日の仮住まいの場所である新田集
落センターへ到着した。新田集落センターへ行
く途中、コンビニで購入したパンをそれぞれ夕
食替わりにしたが、風呂がなく、学生からぼや
きがでる。集落センターは、山田町役場より車
で１５分程度の所にあり、構造はキッチンと畳の
広間、準備室のような板の間にトイレである。
学生達は、将棋や碁で遊ぶ者、談笑する者様々
だが、２１時には本学から送られた寝袋にくるま
り、枕に空気を入れ、２１時３０分には全員横になっ
た。
８月２１日、夜中はひんやりと寒ささえ感じ、
寝袋にうずくまって眠った。朝６時に外に出て
みると冷たい空気に肌寒ささえ覚えたが、爽や
かな１日の始まりである。鬱蒼とした森林の中
に畑が点在し、小川のせせらぎ、小鳥の鳴き声、
日本人が育んできた山里、村のたたずまいであ
る。マイナスイオン漂う朝を満喫し、 9
　
 時に集
落センターを「ボランティアセンター支え愛」
の迎えの車で出発した。
第１日（８月２１日）のボランティア活動は、
山田町船越地区の荒神海岸の瓦礫の処理である。
海岸といっても砂浜の海水浴場である。瓦礫処
理は、大震災で砂浜の中に埋まっている細かな
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石や瓦礫をスコップで砂を掘り、その砂をザル
で振って石や瓦礫を選び取る作業である。山田
町は今年の夏の気温は３０度を超え、新聞にはこ
こ数日猛暑で、熱中症対策や熱い仮設住宅から
外に出て木陰で涼む仮設住宅住まいの人の姿が
載るほどである。この日も気温は３０度を超え、
雲ひとつない晴天で、海の照り返しをまともに
受けての作業である。ボランティア活動をして
いる所に、貸し切バスで盛岡市の中学生３０数名
が総合学習の一環としてボランティア活動にやっ
て来て、横で同じ活動に取り組んだ。ボランティ
ア活動に取り組んでいる浜辺は、船越湾の一部
で、両岸を岩や木立で囲まれ、波静かでとても
津波が襲ってくるなど考えられない様子だが、
これまで数度の津波の被害があり、今回も海岸
にある荒神神社の鳥居が破壊され、大きな赤松
の木が枯れているなど震災の爪跡は生々しく残っ
ていた。
ボランティア活動には、１０時から１４時（昼食
を除き）まで取り組んだ。日頃体を動かすこと
の少ない学生も汗を滝のように流しながらも
“先生大丈夫ですか？無理しないで下さい”と
思い遣りの言葉をかけてくれながら、重労働の
ボランティア活動に取り組んでいた。普段の生
活と異なる筋肉を使ったにもかかわらず、中学
生３０数名のボランティア活動グループと同程度
の作業を８人でやり終え荒神海岸を後にした。
２日目（８月２２日）、集落センターで、李君
が作った朝食をいただく、学生の表情は明るく、
皆打ち解け賑やかな朝である。２日目は山田町
船越地区の畑の再建ボランティア活動である。
再建にはふたつの意味がある。ひとつは、大震
災からの再建、後ひとつは一度セイタカアワダ
チソウを伐採して畑を作ったが、畑を利用する
人がいなくて、畑を放置していたので、夏草が
茂り再度草を伐採し耕す畑の再建作業である。
農業をする人がいない土地を耕してもまた夏草
が茂るのではないか？春先から夏場にかけて農
業をする人がいなかったのに、冬に向かってい
くのに農業をする人はいるのだろうか？「我々
は何のためのボランティア活動をしているので
しょうか。」と素朴に質問する学生の返事に窮
した。畑の再建ボランティアを見る限り、自立
支援なのかと考えさせられた。この日も気温３０
度を超す猛暑の中、「中途半端じゃ嫌だものね。」
と福祉の学生が話しながら、草を取っていた。
学生達は大変真面目で明るく、ボランティア教
育の持つ労作教育、人間教育などの教育効果は
大きいものがあると痛感した。
船越地区の小学校は、下校時に津波が襲い、
下校中の小学生全員が裏の小高い山に避難し、
津波の被害から逃れたことと、その小学生を船
越地区の山沿いで震災を免れた人々が炊き出し
をして助けたことで有名な地区である。
帰りにボランティアセンターの人が大槌へ案
内してくれ大槌を一周する。被災の跡がまだ生々
しく、川が氾濫したことはすぐに想像できた。
塩水が入った沼地の水が汚れ、堤防変わりに植
えてあった海岸の木々が枯れ、家はなく、猛威
を振るった津波と震災の被害だけが目につき、
復興への道の険しさを感じた。
瓦礫の撤去、避難所運営、物資輸送などの
「大量動員のボランティア活動の撤去作業は殆
んど終わっています、積まれた瓦礫の運搬は、
個人では無理で、あと体力勝負のボランティア
活動は、海岸の清掃ぐらいです。」とボランティ
アセンターの人も言われるほどハードなボラン
ティア活動はほぼ終了し、瓦礫をどこの地方が
引き受けるかなど政治が解決しなければならな
い問題に移っている。
１年前に訪れた山田町は、山田中央バス停付
近の住宅は津波に襲われ、跡地の瓦礫が処理さ
れ、５００m ほど先の町役場が直接見え、役場と
バス停の間を遮るものは何もなかったが、今回、
バス停から役場を見るとプレハブの住宅が多く
建っていた。「復興目覚ましいですね」と山田
町役場の人に聞くと「プレハブ住宅は、商売人
用の住宅で、個人の住宅ではありません。」と、
「漁業は回復したのですか？先日テレビで回復
した山田町の漁場に大量のくらげが発生し被害
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にあっている様子が放映されていましたが。」
には「漁獲量にしても震災前の５０％ぐらいでしょ
うか？まだまだです。」とさらに「震災前は１９,０００
人いた人口が１７,０００人ほどになり、仮設住宅住
まいです。死者、行方不明者併せて７５０人弱、
多くの人が、盛岡市、宮古市その他の地域に移
住しました。」と話してくれた。
昨年は、「頑張ろう、盛岡・宮古・東北・山田」
など訪れる先々に“ガンバロウ”の支援文句を
目にしたが、今回は全く目にしなかった。昨年
盛岡市で出会った被災者が「家族や親しい人を
亡くし、職もなく、その日暮らしがやっとの自
分達に頑張れと言われても、重荷になるだけで
す、頑張れと言っている人は、被災者の気持ち
をわかっているのですかね？」と話されていた
ことがあった。「ボランティアセンター支え愛」
の注意事項に“がんばろう”という言葉をかけ
ることは、被災された方への負担になる場合が
あります。と書かれていた。今回は“頑張ろう”
に変わり、“復興や立ち上がろう”など自立を
めざす言葉を多く目にした。
昨年、山田町の人が「町を離れたくない。」
と話されていた、それは東日本大震災で断ち切
られそうになった絆への強い思いの表現でもあっ
た。村の人間関係の特質として、直接接触、感
情的融合などがあるが、東日本大震災で故郷を
離れねばならなくなった人は、絆がズタズタに
断ち切られた人も多く、家族同様に幼い時から
育ってきた同士の離別の辛さを察し、東日本大
震災を考える必要がある。
山田町有数の土産物販売業者に「秋刀魚の産
地直送はされていませんか」と聞くと「今はま
だ、魚の予約販売までは手が回らない状態です。
来年からはやれるようにしたいと思っています。」
と言われたが、「もし直送できるようになった
ら送って下さい。」と名刺を渡してきた、する
と秋には秋刀魚と帆立て貝の産直の申込書が送っ
てきた。
住民の意見を聞き、街づくり、個人支援に一
緒になって話し合い、地域づくり、個人支援を
共にする自立支援やコミュニティー作りのボラ
ンティア活動を長期的に支援することが望まれ
ている。ボランティアセンターもボランティア
活動をする人達のために、ボランティア活動を
探している面もあるようで、実際ある人は「大
学で何かやることを決めてきて欲しい、決めて
こられたら、我々が大学の計画を支援します。」
といわれ、ボランティアセンターに依存せざる
を得なかったことを反省させられた。
２泊３日のボランティア体験を通し、長崎国
際大学のボランティア活動の今後の在り方を探っ
てみる。「仮設住宅に入居したての頃は、仲良
く暮らしていかねばと話し合っていた人達の間
で、時間が経ってくると、意見の対立が表面化
し、その人達を仲介するボランティア活動が必
要になっています。また女性は社交的で、外出
し他人と談笑することが多いのですが、男性は
家の中に閉じこもり孤独に陥る人がいます、そ
ういう人をケアするボランティア活動も要求さ
れています。」と社会福祉事務所の人が話して
くれた。
「ある団体は、踊りや琴の演奏を計画し、サ
ロン活動を実施しボランティアセンターでは、
その活動を後押ししています。今後大学で何を
したいかを考えボランティアセンターと相談し、
実行された方がいいですよ。」とボランティア
センターの人も話していた。
以上のように見てくるとこれまでの物の運搬
などの体力を要するハードなボランティア活動
から孤立者支援やコミュニティー作りなどのソ
フトなボランティア活動が求められ、自立支援
と長期的視野にたった多様な取り組みの中から
本学独自のボランティア活動を組み立てること
が必要である。
山田町のボランティア活動に参加し、被災地
復興の支援活動はもちろん、先生方はボランティ
ア活動のもつ教育的効果を認識し、多くの学生
の参加を呼び掛け、学生にはこれまでにも増し
て積極的参加と創造的ボランティア活動の創出
を、事務局には財政的援助などそれぞれの立場
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で緊密に連携しボランティア活動に取り組むこ
とが必要だと思った。　
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